
事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　 有識者等による調査研究委員会を開催し、調査の方向性を検討するとともに、調査の実施は研究テーマに知見のあ
る外部機関に委託し、生涯学習施策に関する基礎的並びに実践的・具体的な調査研究を進める。
   また、本調査研究における成果は、文部科学省において活用するだけでなく、地方自治体における生涯学習施策に
係る企画立案を始め、教育機関・生涯学習関係団体等において事業計画等を策定する際の基礎的・実践的資料として
活用するため、全国に向けた普及や提言等を行う。

92.5%（92.5%） 47.6%（47.6%） 65.0%（65.0%）

22年度 23年度要求

　・毎年、調査研究テーマを変えて実施。
　・平成２１年度は、中央教育審議会キャリア教育・職業教育特別部会において、経済社会活動のボリュームゾーンをな
す中堅人材として、ものづくりや商品・サービスなどを生み出していくことのできる実践的・創造的な職業人を育成する
観点から、職業実践的な教育に特化した新たな高等教育機関の整備が提言されていることから、今後の施策の企画立
案に活用すべく、この新たな枠組みを活用して育成することが求められる人材ニーズについて、５分野・領域に限定して
調査研究を行った。

実施状況

10

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成９年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　 生涯学習の振興に関する各種調査研究を実施し、多様な学習ニーズや学習機会の提供者等の実態を的確に把握
するとともに、専門的知見を得るなど、そのデータを分析・活用し、生涯学習施策の企画・立案等に調査研究の成果を
反映させる。

執行率

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点：この事業は、生涯学習活動を通じた効果的な課題解決能力や学習機会の提供方法等を導き出すなど、生涯
学習の振興に関する基礎的及び実践的・具体的な調査研究を実施し、全国に向けた普及や提言等を行う調査研究事業である。
本事業は、長期継続事業及び予算執行（不用）の観点から検証を行った。

２．所見：この事業は、事業開始からすでに１０年を超えるモデル事業であり、当該事業の在り方について、今後、抜本的な検討を
行うべきである。また、平成２０年度及び２１年度において多額の不用を生じていることから、予算と執行の乖離の要因等を精査
し、予算を縮減すべきである。

予
算
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視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

年度途中での突発的な政策課題等の発生に備えた結果、調査研究テーマの確定及び実施が年度中盤以降となってし
まい、一般競争入札によって生じた不用を有効に活用することが出来なかった。今後も、政策推進上の諸課題への対
応の優先度等を見極めながら、計画的な調査研究の実施及び執行に努める必要がある。

予算の状況
（単位:百万円）

9627（27） 21（21）

19年度 20年度 21年度

13

執行額 25

本事業の実施に当たっては、文部科学省が直接に業者等に対し物品の購入などを行うものについては、本事業の担
当課のみならず、担当課が属する局の筆頭課の確認を経るなど、複数の部局で確認・執行している。また、委託調査研
究を行うものについては、外部有識者による技術審査や、各委託先から提出される実績報告書や経理関係書類等によ
り、支出先・使途を把握し、使用状況や事業目的との整合性について確認を行っており、支出先や使途については十分
に把握できている。

総事業費(執行ベース) 25

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

生涯学習施策に関する調査研究

生涯学習政策局

一般会計

担当部局庁

予算額(補正後）

上位政策

生涯学習推進課長
藤野公之

20（20） 167

教育基本法第３条 教育振興基本計画（平成20年7月1日閣議決定）

10 13

生涯を通じた学習機会の拡大

関係する計
画、通知等

0018事業番号

担当課室 生涯学習推進課



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
１３百万円

(株)三菱総合研究所
１２百万円

【委託】

国との委託契約に基づき、(株)三菱総合研究所において、「我が
国の企業等における中堅人材の人材ニーズに関する調査研究」
を実施。

一般競争入札（総合評価）によって業者を選定し、委託契約を締
結する。

職員旅費　　 0.2百万円
外国旅費　 　0.6百万円
委員等旅費　0.2百万円

を含む



A.(株)三菱総合研究所 E.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

雑役務費 派遣社員 1

人件費 研究員 10

その他 諸謝金、旅費、印刷製本費、一般管理費 1

0計 12 計

B. F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

0計 0 計


